
枚方淀川探鳥会2024年4月
2024年(令和6年)4月7日(日) 9:00～12:00

日本野鳥の会大阪支部

前田初雄、甲田正二、西脇淳浩、香月清宏、

松井正夫、新名泰博、平 軍二（ 090-6901-1425）Ⅰ 今月の鳥・セグロセキレイ

←セグロセキレイ
３月の探鳥会ではセキレイが4種（セグロセキレ

イ・キセキレイ・ハクセキレイ・タヒバリ）観察した。

谷和紗さん(小学生)写された写真でセグロセキ

レイを紹介します。

Ⅰ-③ハクセキレイ・セグロセキレイ

全国鳥類繁殖分布調査 環境省
バードリサーチ・日本野鳥の会 全国鳥類越冬分布調査（2016－2021）

Ⅰ-①ハクセキレイ・セグロセキレイ
大阪府鳥類目録2016（日本野鳥の会大阪支部） →→
かってはセグロセキレイが留鳥・ハクセキレイは冬鳥であったが、1983年に

大阪府内でのハクセキレイの繁殖が確認されて以来、繁殖範囲が広がって

おり、今ではセグロセキレイを凌駕している。

Ⅰ-②枚方淀川探鳥会の最近の実績(P3観察鳥チェックリスト)

ハクセキレイ セグロセキレイ

観察回数 （2012年1月～2023年12月） 105回 102回

観察個体数(2013年4月～2024年3月)    68羽 20羽

観察回数はほぼ拮抗しているが、観察個体数ではセグロセキレイが非常に

少ない。

セグロセキレイ 谷和紗（小学生）

←ハクセキレイ 九州以北の全国に留鳥として分

布し，北部の個体は冬期は南へ移動する。。過去3回

の調 査期間を通じて記録メッシュ数が大幅に増加し

た。新たにハクセキレイが記 録された現地調査地点

の割合は西日本に行くほど多く，北日本からの分布

の拡大が顕著である。

←セグロセキレイ 九州から本州にかけて留鳥として，

北海道には夏鳥として分布する。。記録メッシュ数は北海

道で減少している以外は大きな変化はないが，比較可能

な現地調査の結果では450地点から319地点と減少傾向

にある。

Ⅰ-④万博探鳥会のデータ
ｲ）1985～2004年

季節別 →→

ロ）年間ベース
1985～2004年平均
セグロセキレイ 99%
ハクセキレイ 67%

2005年～2023年
セグロセキレイ90%
ハクセキレイ 97%
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Ⅱ 探鳥会観察チェックリスト
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Ⅲ 先月(3月3日)探鳥会報告
集合地点から見える「関医タワー(高さ116m)」の屋上

で動く鳥、望遠鏡で確認してもらうとハヤブサが獲物を処
理していた。獲物は鳥らしく羽を飛び散らしていたが、飛
んできた羽にグリーン、食べていたのは何とアオバトだっ
たと思われる。淀川河川敷は樹林伐採もあり、アオバトが
住める所は無くなったと思われるが、何処でアオバトを捕
らえたのか不思議である。淀川河川公園の「多自然池」を
ぐるりまわって1時間後、天野川河口近くに戻って「関医
タワー」を見ると、ハヤブサはまだ屋上におり、食事が終
わったらしく頭を上げていた。

また、先月「オオタカの森」で観察されたことで今年も
繁殖？と楽しみにしていたオオタカ、「多自然池」⻄側の
淀川本流の水面上を、数mの高さで直線的に下流方向へ飛
び、枚方淀川大橋を超えて見えなくなった。水面上にいた
キンクロハジロなどに驚いて逃げる個体もいたが、オオタ
カはカモを襲うことなく飛び去った。今年も近くで繁殖し
てくれるだろうか。

淀川本流のカモは種数（8→5種）、個体数とも先月より
少なかったが、上空にはイワツバメの飛翔、アオサギ5羽
が編隊で何回も飛び回り、地上ではセキレイ4種（キセキ
レイ・セグロセキレイ・ハクセキレイ・タヒバリ）が出て
くれた。
天気が良く、風も強くない探鳥日和、観察種数は41種にと
どまったが、ブッシュの中からウグイスのさえずりが響き、
林の鳥エナガ・シジュウカラも出るなどコースを通して鳥
が出て、参加して下さって方に楽しんでもらうことができ
た。

Ⅳ 来月2024年5月5日探鳥会

今日と同じように 大阪支部HPからホームズ様式からお申し込みください。

枚方淀川探鳥会のメインルート「野鳥通り」を中心に樹林が伐採

されたことで、草原の鳥が良く観察できる筈です。

最も期待しているのは「キジ」、春の雄たけび「ケーン・ケーン」に

｢乞うご期待｣

オオバン (谷和紗）

ツグミ （谷和紗）

ヨシガモ （西脇淳浩） アオサギ （平軍二）

残されたオオタカの森 （平軍二）
（ここではオオタカ観察できず）

キジ(20190406）沖光二氏
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